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県民所得が減り、ムダを増やす

所得を増やし、ムダを減らす
田中しげひろと

　「
く
ら
し
を
よ
く
し
て
欲
し
い
」「
政
治
を
変
え
て
欲
し
い
」。
で
も
「
変
わ
ら
な

い
の
で
は
」…
。
住
民
が
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、政
治
は
必
ず
変
わ
り
ま
す
。
茨
城
で
も
、

県
民
の
力
が
政
治
を
変
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

　
停
滞
す
る
20
年
の
県
政
を
変
え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
橋
本
県
政
20
年
で
地
域
経
済
は
衰
退
、
く
ら
し
と

生
業
、医
療
・
福
祉
、教
育
は
後
退
を
続
け
て
い
ま
す
。

一
方
、ム
ダ
な
大
型
開
発
が
優
先
さ
れ
、県
の
借
金
は

3
・
6
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

橋本県政20年で茨城は

雇用者報酬と
非正規労働者数

八ッ場ダム関連事業売れ残った工業団地県の借金 常陸那珂港

農業所得
（農家1戸あたり）

前茨城大学副学長・「明るい会」公認・日本共産党推せん

地方行政のスーパーエキスパート

県民自身の力で
県政を変える時

小売業売上額
500㎡未満

487万円（年所得）156.3万円1兆4055億円

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

447万円
（年所得）

142.1万円
344,108人

2001年1993年1999年

5698億円

2兆
692億円

20年で
3.6倍

1993年度末 2012年度末

2010年20092009年

実績を上回る過大需要予測
で、水源開発。高い水道料
金の原因です。水戸市など
で大幅値上げ計画。

工業団地開発に莫大な税金
投入。住宅供給公社は破産。
さらに売れ残った 土 地は
1207haにのぼります。

明るい民主県政をつくる会の見解を紹介します。発行：明るい民主県政をつくる会。
水戸市白梅3-9-7白梅ビル1階　TEL 029-291-3808　FAX 029-291-3818
Ｅ-mail●akarui-ibaraki@silver.plala.or.jp　ホームページ●http://akarui-ibaraki.net/

●75年京都大大学院経済学研究科博士課程修了。茨城大人文学部講師。88年人文学部教授、04年人文学部長
（2期4年）、10年副学長（1期2年）。●県の固定資産評価審議会委員、県青少年教育施設検討委員会委員、古河市
行財政改革委員会アドバイザー、東海村総合計画策定委員会委員、水戸市史編さん委員などを歴任。●現在、茨城
大名誉教授、茨城県自治体問題研究所理事長、茨城県労働者学習協議会会長。●家族：妻、1男1女。●趣味：カラオ
ケ、囲碁、水泳、旅行、日帰り温泉めぐりなど。水戸市堀町在住。

　茨城に住んで38年。ことしの3月に茨城大学を定年退職しました。茨城県は、
豊かな自然に恵まれた県です。とてもくらしやすい環境です。1975年4月に茨
城大学人文学部に赴任してから、地方自治や経済学を学生といっしょに学んで
きました。その間、地方財政危機に直面した自治体の財政分析などに数多く携
わってきました。「わたしたちのまちづくり学校」や「自治体セミナー」を自治体
の職員や議員、市民のみなさんといっしょに開催してきました。
　昨年、東日本大震災で大きな被害を受けた潮来市の後援をいただき、災害を
テーマにしたまちづくり学校を開催しました。震災復興・放射能から子どもた
ちを守ることは、喫緊に取り組まなければならない課題です。私が学んできた
地方自治（住民自治）が花開く時代を県民のみなさんとともに実践します。

　県政最大与党の自民党も第2、第3党の民
主党や公明党も候補者を出せません。県民
自身の力で県政を変えるときです。「県民が
主人公」をつらぬく一番の保証「プレずに対
決」で旬の日本共産党と力をあわせます。

■名称と代表　「明るい民主県政をつくる会」
　会長　谷萩 陽一（弁護士）　
■主な構成団体　茨城県労働組合総連合、農民運動茨城

県連合会、茨城県商工団体連合会、新日本婦人の会茨
城県本部、茨城県民主医療機関連合会、日本共産党茨
城県委員会、茨城県平和委員会、個人などで構成。
1991年に結成され、以降6回の県知事選挙をたたかっ
てきました。ボランティア・サポーター大募集中で〜す。 総事業費6800億円で、す

でに3400億円税金投入。
入港船舶は1日3.5隻。さ
らに拡張計画。

2007年

448,133人

明るい茨城
2013年8月号外

今でしょ長すぎる
ひどすぎる

県民の声で県政は変えられます

1兆853億円

明

る

い

会

田中重博（しげひろ）
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県政を
変えます

県
民
の
願
い
と
県
政
の
「
ね
じ
れ
解
消
」

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
を
さ
せ
ま
せ
ん

安
倍
政
権
の
暴
走
に
立
ち
向
か
い

T
P
P
参
加
は
撤
退

消
費
税
増
税
は
中
止

憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い

日
本
初
の
原
発
立
地
県
か
ら
世
界
と
日
本
に

８
位
の
財
政
力
を
生
か
し
て

く
ら
し・雇
用
を
守
り
ま
す

「
原
発
ゼ
ロ」を
発
信

安
心
、豊
か
で
、平
和
な
茨
城
を

　
県
民
の
願
い
に
こ
た
え
ず
、大
型
開
発
を
優
先
す
る

い
ま
の
県
政
。
税
金
の
使
い
方
が
間
違
っ
て
い
ま
す
。

　
く
ら
し
・
福
祉
・
雇
用
優
先
へ
、
税
金
の
使
い
方
を
変
え
ま
す
。
常
陸
那
珂

港
の
拡
張
、霞
ケ
浦
導
水
事
業
は
中
止
し
ま
す
。
財
政
再
建
へ
乗
り
出
し
ま
す
。

　
国
民
の
多
数
が
望
む
「
原
発
ゼ
ロ
」。
東
海

第
2
原
発
廃
炉
の
署
名
も
30
万
人
に
お
よ
ん
で

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
日
本
原
電
は
「
再
稼
働
を

目
ざ
す
」と
発
言
。
知
事
も
容
認
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
県
政
を
変
え
ま
す
。
日
本
で
初
め
て

原
発
が
つ
く
ら
れ
た
茨
城
県
か
ら「
原
発
ゼ
ロ
」

を
発
信
し
、
東
海
第
2
原
発
の
再
稼
働
を
さ
せ

ま
せ
ん
。子
ど
も
の
健
康
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
大

県
で
、新
産
業
・
雇
用
を
創
出
し
ま
す
。

　「
国
の
悪
政
い
い
な
り
」で
は
、茨
城
県
が
衰
退
す
る
ば
か
り
で
す
。

　
安
倍
政
権
の
暴
走
に
立
ち
向
か
い
ま
す
。「
国
の
悪
政
い
い
な
り
」

か
ら
、「
県
民
を
守
る
防
波
堤
」へ
、県
政
を
変
え
ま
す
。

田中しげ
ひろ
全国県民の願いは

（2012 年県政世論調査より）
いまの県政は

2013年「茨城早わかり」「統計でみる都道府県のすがた」などより

1位

2位

3位

4位

医療体制の充実
…………32.3％

高齢者福祉体制
の充実 ………30.5％

子育て支援・
少子化対策 …27.5％

高齢者の健康増進
……17.9％

医師数（人口10万人あたり）……………………46位
老人ホーム定員（65歳以上人口千人あたり）………38位
児童福祉費（17歳以下人口1人あたり）……………41位
知的障害者援護施設数（人口100万人あたり）……46位

現知事は…
日本原電の再 稼 働に
むけての申請について

「あえて異をと
なえるもので
はない」と発言

13.5兆円の負担増
「商売あがったり」
「もう負担できない」

（県試算より）

百里基地強化に拍車。
米軍機が「わがもの顔」
に飛行。

TPP参加で県内生産額減少

農産物

1113億円 8億円 53億円

林産物 水産物

消費税
増税で

憲法9条
改定で

●国民健康保険証のとりあげ率………2位
●公害苦情件数……………………………1位

じぇじぇ
じぇ

■県の職員・教職員の削減
　19年間で5000人

■知事の退職金（4年ごとに支給）

　5回で2億3000万円

●
高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
。

●
国
保
税
の
引
き
下
げ
を
支
援
。

●
中
3
ま
で
35
人
学
級
。私
学
助
成
を
拡
充
。

●
安
心
の
地
域
医
療
・
介
護
体
制
の
充
実
。

●
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
。

●
福
祉
・
教
育
・
防
災
分
野
の

　
公
共
部
門
を
拡
充
。

●
サ
ー
ビ
ス
残
業
・
下
請
け
い
じ
め
根
絶
。

●
最
低
賃
金
時
給
千
円
以
上
を
国
に
求
め
る
。

●
リ
フ
ォ
ー
ム
条
例
、
公
契
約
条
例
等
を
制

定
し
、中
小
零
細
企
業
支
援
を
抜
本
強
化
。

●
す
べ
て
の
農
家
に
価
格
・
所
得
支
援
。

●田中しげひろは知事退職金は返上します

生活雇用産業

安
全
な
食
料
は

日
本
と
茨
城
の
大
地
か
ら

所
得
を
増
や
し
て
景
気
回
復

く
ら
し
と
平
和
に
い
か
す


